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▲野伏ケ岳 1674m 

東北東尾根 

南

↑薙刀山 

20:30 就寝 
------------------ 
02/19 (晴れ→曇) 
6:30 起床 

,BC撤収 
08:20 下山開始 
08:45 橋戻り(ｽｷｰ) 

02/17(晴れ) 
20:00  丸田町 P発 
22:30  前谷拝殿着 
--------------------- 
02/18(快晴) 
05:00 起床 
05:55 前谷拝殿発 

部長の号令勇

から横穴を 1m
輩の蝋燭台。

れ、至極快適

で就寝と知る

      

つ秀峰野伏ヶ

Ｃへ降り雪洞

濃をしっかり

守であったが

 
例会 
東 ( ダ イ レ ク ト ) 尾 根
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ード・その他自由に 
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地図： 

06.01.03作成  WORD ﾌｫｰﾏｯﾄ Ver.2     作成者：大矢

2 月の例会山行である。前谷拝殿で前夜泊、各人が明日の野伏ケ岳を想い描きながら星空の
く｡はたして 2/18は目もくらむような快晴で、石徹白川にかかるだいしんばしでの出発準備
に取り付く。幕営地である和田山牧場跡まで快調にとばした。幕営地を選定し、各人身軽と

ク開始。スキーの藤田部長、渡辺先輩、町田先輩、金子先輩。スノーシューの亀山先輩。塚

壺。数日前の暑さのためか、平坦地も山肌も融雪のため彫り込まれたと見える無数の溝が自

っていた。南東(ダイレクト)尾根の 1150m地点で一本立てる。快晴、無風、またとない好条
外套をザックにしまう。冬の日差しに背中を押され、尾根伝いに高度を上げる。雪面はさほ

、アイゼンがなくとも不安がない。東北東尾根とのジャンクションを迎えるとさすがに北の

が締まる。程なく野伏ケ岳山頂(1674m)。諸先輩とともに全山 360°のパノラマを楽しむ。
きく、振り返って大日ヶ岳。遠くは北アルプスまで見て取れた。ピリリとした寒風の中、全

の後、おもいおもいに登ったダイレクトを下る。幕営地に戻ると休憩もそこそこに、藤田

幕営地(和田山牧場)1100m 

白
山
中
居
神
社

1150m 

林道

石徹白川

P
だいしん橋

10:20 美人の湯 
14:30 丸田町 P着 

06:30 白山中居神社
だいしん橋着 

07:20 林道取付き 
08:45 和田山牧場着 
09:45 ｱﾀｯｸ開始 
10:15 ﾀﾞｲﾚｸﾄ尾根

1150mで休憩 
11:30 野伏ケ岳登頂 
12:20 下山開始 
13:25 和田山牧場 BC 
│ 雪洞掘り 
16:30 夕食(すき焼き) 
│ 山の唄，宴

ましく、みなで雪洞を掘る。天幕近くに 1m 下げ、そこ
、幅は肩幅 3人以上の立派なつくりだ。仕上げに町田先
藤田部長が自らが私と一晩明された。続く好天に助けら

であった「お稽古にならんなぁ」。翌朝亀山先輩が露天

。 
  白銀のゆったりした和田山。 紺碧の空へそそり立

岳の頂へそれぞれのスタイルで登り７名全員が立つ。Ｂ

造り。夜は呑みながら談笑あり、山の歌あり。雪の奥美

堪能する。 民宿「おしたに」へ立ち寄る。ご夫妻は留

息子さんの応対でご両親ともお元気とのこと。安心する。

 
 
 
 


